
１．強靭で力強いまちづくり （１）あらゆる危機への対応 

 
１ 災害対応力の向上  

253億2,000万円（うち７年度２月補正 13億7,100万円）  

 

● （新）備蓄体制の確保《380,000千円》 
・総合備蓄拠点の再編 
・南海トラフ地震に備えた現物備蓄の確保 
・備蓄体制の高度化に向けた調査・検討 

 

● （拡）地域防災の担い手への支援《32,055千円》 
・防災士養成研修の市内実施 
・避難所運営専門ボランティアの育成 
・若者の防災意識醸成に向けた市⺠フォーラムの実施 
・要援護者の適切な支援に向けた対象範囲の見直し 

 

● （新）担い手のいない地域における避難所開設モデル事業《10,000千円》 
・地元企業等と連携した避難所開設モデル事業の実施 

 

● （拡）区災害対策本部の機能強化《21,632千円》 
・実践的な演習を通じた防災担当者の養成 
・区災害対策本部運営訓練の実施 
・リニューアルした防災服の追加配備 

 

● （新）有識者による専門部会の設置《1,700千円》 
・多様化する災害への対応の在り方について検討する専門部会の設置 

 

● （拡）きめ細やかな被災者支援に向けた体制構築《11,320千円》 
・⺠間団体等とのネットワークの構築 
・円滑で迅速な被災者支援に向けた防災DXの推進に係る調査検討

  



 
 

● （拡）新たなテクノロジーの活用 
《42,958千円（うち７年度２月補正 15,800千円）》 

・ICTを活用した新たな防災行政無線システムの調査・設計 
・LINEによる災害時の情報共有システム（神⼾市災害掲⽰板）の運用 
・災害時における機能的なドローン利活用等に関する実証訓練
・被害想定の細分化による防災施策の高度化

 

● （拡）建築物等の耐震化の促進《294,705千円》 
・住宅の耐震化に対する補助の拡充 

補助対象 ：（木造住宅の着工時期）S56年5月以前→H12年5月以前 
補助上限額：（⼾建住宅の耐震改修工事費）100万円→115万円 

・緊急輸送道路沿道建築物等の耐震化に対する補助 
・危険コンクリートブロック塀等の撤去に対する補助 

 

● （新）災害時における観光危機管理体制の構築 
《7,000千円（うち７年度２月補正 7,000千円）》 

・外国人を含む観光客に対する情報発信ツールの整理 
・一時滞在協力可能施設の確保 
・観光関連事業者等と連携した訓練の企画・実施 

 

● （新）気象警報等の発表区域変更 
《13,600千円（うち７年度２月補正 13,600千円）》 

・区ごとの気象警報等発表への変更（R8.3.17予定）を周知する「くらしの防災ガイド」発行 
 

● 建設事務所の新設《1,135,707千円》 
・北区における新たな建設事務所の整備（R7〜9年度工事、R9年度供用開始予定） 

  



 
 

● （拡）河川災害対策、ため池防災対策 
《973,546千円（うち７年度２月補正 110,000千円）》 

・都市基盤河川・準用河川の改修 
・ため池改修事業等の推進 
・ため池事前放流や水位計・カメラ導入による適正管理の推進 

 

● （拡）道路防災対策、土砂災害対策、高潮・津波・内水氾濫対策 
《22,394,942千円（うち７年度２月補正 1,223,670千円）》 

・道路防災対策 
・トンネル・橋梁等の老朽化対策 
・電線共同溝整備 
・「下水道管路の全国特別重点調査」を踏まえた保全対策 
・老朽化した水道管路の更新ペースアップ 
・国や兵庫県と連携した砂防事業等の推進 
・レッドゾーン防災対策 
・公園緑地の法面防災対策 
・「雨水浸水対策基本方針」に基づく浸水対策 
・近年の台風を踏まえた高潮対策（ポートアイランド・六甲アイランド） 
・大輪田ポンプ場の改修 

 



１．強靭で力強いまちづくり （１）あらゆる危機への対応 

３ 

 
１ 救急医療・消防体制の強化 

107億2,100万円（うち７年度２月補正 1,400万円）  

 

● （拡）救急医療体制の確保・強化《7,281,595千円》 
・中央市⺠病院をはじめとした市⺠病院の救急医療体制への支援強化 
・二次救急輪番病院への支援強化 

 

● （拡）周産期救急医療体制の確保・強化《148,500千円》 
・地域周産期⺟⼦医療センターに対する支援強化 

 

● （拡）精神科救急医療の体制強化《147,412千円》 
・夜間における措置入院にかかる調査・移送体制の強化 

 

● 救急情報システムの整備《15,120千円》 
・救急隊と病院間のスムーズな情報連携を実現するシステムの構築（R8年度運用開始） 

 

● （拡）消防署の整備《492,000千円（うち７年度２月補正 8,000千円）》 
・北神分署の改修等による北神消防署の整備 
・灘消防署の現地建替え（R9年度供用開始） 

 

● （新）消防団施設の老朽化対策 
《17,250千円（うち７年度２月補正 5,500千円）》 

・消防団施設の計画的な修繕の実施 
 

● 消防学校の機能強化《735,808千円》 
・災害対応拠点施設としての機能向上 
・災害の多様化、激甚化に備えるための実践的訓練施設の新設（R9年度運用開始） 

 

● 三田市との消防指令事務の共同運用に向けたシステム構築 
《1,883,129千円》 

・消防指令・情報システムの再構築（R9年度運用開始）  



１．強靭で力強いまちづくり （２）原油価格・物価⾼騰等に直⾯する市⺠・事業者等への⽀援 

 
１ 市⺠への支援  

74億4,500万円（うち７年度補正 71億2,100万円）  

 

● （拡）学校給食費の負担の軽減 
《5,352,434千円（うち７年度12月補正 5,352,434千円）》 

・小学校給食の無償化及び中学校における学校給食食材費の高騰対策 
  小学校給食費：年額68,187円→ 無償化 

中学校給食費：年額82,894円→32,470円        
 

● （拡）フードサポートこうべの全区開催 
《750,000千円（うち７年度２月補正 750,000千円）》 

・食料品・生活用品の無料配布会及び継続的な支援に向けた生活相談会の一体開催 
 

● （新）学生食堂を通じた支援 
《325,000千円（うち７年度２月補正 325,000千円）》   

・学生食堂の提供価格を引き下げるなど、学生への支援を行う大学・高校等への補助 
 

● （拡）生活困窮者等への支援 
《94,500千円（うち７年度２月補正 57,500千円）》  

・食品等の寄附を受け入れる公共保管庫（常温）の整備 
・食支援を通じた相談支援に取り組む⺠間団体に対する補助の拡充 

（基本単価の増額、コミュニティフリッジの設置・運営に対する補助メニューの創設） 
 

● （拡）子育て世帯への食を通じたつながり支援 
《143,860千円（うち７年度２月補正 53,560千円）》   

・食品等の寄附を受け入れる公共保管庫（冷凍冷蔵）の確保・配送委託 
・食支援を通じた相談支援に取り組む⺠間団体に対する補助の拡充 

（要件緩和(週１回→月２回以上開催等)、冷凍冷蔵庫設置・運営に対する補助メニューの創設) 
 
  



 

３ 

 

● （新）児童養護施設等退所者への支援 
《6,000千円（うち７年度２月補正 6,000千円）》   

・児童養護施設等退所者に対し、１万円分の食料品等の配布・相談支援を実施 
 

● （新）こども食堂への運営支援 
《7,200千円（うち７年度２月補正 7,200千円）》   

・こども食堂に対する神⼾産の⽶の現物支給 
 

● （新）市内事業者と連携した食支援 
《101,200千円（うち７年度２月補正 101,200千円）》   

・市内産農水産物の購入支援 
・市内小売市場と連携したフードサポート事業 
・神⼾の「食」をテーマにしたPRイベント、キッチンカーイベント 
 

● （新）フードシェアリングサービスの利用促進 
《281,900千円（うち７年度２月補正 281,900千円）》 

・フードロス削減を目的とした市内の主要駅等におけるフードロスロッカーの設置補助 
・飲食店等へのフードシェアリングサービス導入の伴走支援 

 

● （新）フリースクール等を利用する児童生徒の経済的支援《44,000千円》  
・不登校児童生徒の保護者を対象に、フリースクール等⺠間施設の利用料の半額を補助 

上限：２万円/月（オンラインの場合は1.5万円/月） 
 

● （新）銭湯入浴料金引上げの激変緩和 
《166,330千円（うち７年度２月補正 13,530千円）》 

・銭湯の入浴料⾦値上げ分に対する激変緩和措置（大人料⾦を570円→500円、R8.3月〜） 
 

● （拡）学生による高齢者等へのスマホ相談窓口の拡充 
《105,583 千円（うち７年度２月補正 105,583 千円）》 

・高齢者のデジタルリテラシー向上と学生の雇用機会創出を目的としたスマホ相談窓口の開催
枠の拡充 

 

 

 

 



 
 

● （拡）高齢者等就労支援《56,000千円（うち７年度２月補正 56,000千円）》 
・シニアキャリア相談・就労支援事業の対象拡充 

（概ね55歳以上→概ね40歳以上の就職氷河期・シニア世代） 
・シニア就職面接会・出張就職相談会 

 

● 防犯カメラ事業の推進《11,000千円（うち７年度２月補正 11,000千円）》 
・地域団体が設置する防犯カメラの更新・修繕補助  



１．強靭で力強いまちづくり （２）原油価格・物価⾼騰等に直⾯する市⺠・事業者等への⽀援 

 
１ 市内事業者等への支援  

69億3,700万円（うち７年度補正 18億3,700万円）  

 

● （拡）市内企業住宅手当等支援補助金《130,000千円》 
・市内企業住宅手当等支援補助⾦の対象者の拡充（30歳未満→40歳未満） 

高齢化率の高い地域の在住者：企業の住宅手当の2/3、上限1.4万円/月 
上記以外の在住者：企業の住宅手当の1/2、上限１万円/月 

 

● （拡）中小事業者等への支援 
《1,016,154千円（うち７年度２月補正 713,250千円）》 

・省エネ設備更新支援 
・中小企業DXお助け隊事業の実施 
・「省力化を促進する製品の研究・開発・実証補助⾦」の拡充 

補助上限額：2,000万円→5,000万円 
・中小企業投資促進等助成制度等の実施 
・中小企業融資制度（市独⾃資⾦）の融資限度額の引上げ（⻑期資⾦：400万円→500万円） 

 

● （拡）海外ビジネス展開支援《16,900千円（うち７年度２月補正 8,100千円）》 
・海外展⽰会への出展支援 
・海外への販路開拓等を支援する「KOBE海外Bizアシスタンス」の拡充 
・⽶国への販路開拓を目指す市内食品事業者への支援 

 

● （拡）求職者・学生と市内企業の合同企業説明会 

《13,500千円（うち７年度２月補正 13,500千円）》 

・大学生や専修学校生・求職者への合同企業説明会の実施（年２回程度） 
 

● 水素を燃料とする商用車の導入補助《24,300千円》 
・燃料電池（FC）や水素エンジンを搭載した商用車（トラック、バス）を導入する 

事業者への補助 
 

● MICE 施設の利用料無料化《240,000千円》 
・大型MICE開催における施設利用料⾦の無料化 

 
 
 



 
 

● （拡）医療機関に対する物価高騰対策支援（再掲）《952,176千円》 
・中央市⺠病院をはじめとした市⺠病院の救急医療体制への支援強化 
・二次救急輪番病院への支援強化 
・地域周産期⺟⼦医療センターに対する支援強化 

 

● （拡）介護・障害福祉サービス施設等への運営支援 
《1,710,820千円（うち７年度12月補正 552,000千円）》 

・介護・障害福祉サービス施設等に対する光熱費・食材費等の物価高騰対策 
 

● （拡）児童福祉施設等への運営支援 
《836,225千円（うち７年度12月補正 362,600千円）》 

・児童福祉施設等に対する光熱費・食材費等の物価高騰対策 
 

● （新）救護施設、児童養護施設等への支援 
《111,444千円（うち７年度２月補正 37,000千円）》   

・措置費の地域区分引下げを踏まえた救護施設、児童養護施設等への支援 
 

● （拡）公共交通事業者への支援 
《452,199千円（うち７年度２月補正 135,125千円）》 

・燃油価格高騰を踏まえた公共交通事業者への運行継続支援 
・燃油価格高騰を踏まえたフェリー等の利用促進支援 
・地域コミュニティ交通のICTによる利便性向上（キャッシュレス化、バス位置情報・車内人数 

情報システムの導入） 
 

● （拡）農漁業者への支援《132,743千円（うち７年度２月補正 15,000千円》 
・「こうべハーベスト」、市内産堆肥の利用促進 
・スマート農機の購入補助（補助率1/2、補助上限200万円） 
・ラジコン草刈機レンタル事業の実施 
・漁業用燃油の価格高騰に対する漁業者支援 

 

● 指定管理者・工事請負事業者等への委託料・契約単価の引上げ 
《1,300,000千円》 

・指定管理者等に対する支援 
・公共調達における労務費を含めた契約単価の引上げ 



１．強靭で力強いまちづくり （３）市⺠の⽇常を守る 

 

 
１ くらしの安全・安心を守る  

60億300万円（うち７年度２月補正 17億9,000万円）  

 

● （拡）防犯カメラ事業の推進（一部再掲） 
《632,021千円（うち７年度２月補正 11,000千円）》 

・神⼾市直営防犯カメラの増設 
（R6年度500台、R7年度1,200台、R8年度1,300台(総数5,500台)） 

・地域団体が設置する防犯カメラの更新・修繕補助 
 

● 医療提供体制の充実《1,736,048千円》 
・⻄市⺠病院の再整備（駐車場解体撤去工事・実施設計等） 
・⻄神⼾医療センターの診療体制の強化（手術室・外来診察室の増設、R9年秋頃完成予定） 
・済生会兵庫県病院と三田市⺠病院の再編統合 

 
● 交通安全対策の推進・強化《147,000千円（うち７年度２月補正 70,000千円）》 

・幹線道路及び通学路等の生活道路における交通安全対策の推進 
・計画に基づく通学路の路側帯カラー化 

 
● 道路附属物・公園等のリニューアル 

《3,389,271千円（うち７年度２月補正 1,709,000千円）》 
・公園樹木や街路樹の倒木対策 
・ガードレールや転落防止柵等の美装化 
・老朽化している公園施設（遊具・柵等）の更新 

 
● 新たな墓地ニーズへの対応《1,619千円》 

・樹林葬墓地の供用開始（ひよどりごえ森林公園内、R8年夏頃供用開始予定） 
・期限付墓地の運営（鵯越墓園内） 

 
● （拡）路上喫煙防止対策《96,200千円》 

・喫煙所整備補助の拡充 
整備費補助：補助率10/10、上限1,000万円、地下施設の場合は2,000万円 

整備費補助の対象エリアを拡大 
・公設喫煙所の設置 

  



１．強靭で力強いまちづくり （３）市⺠の⽇常を守る 

 

 
１ 高温常態化対策  

5億700万円（うち７年度２月補正 1億4,900万円）  

 

● （拡）人工日よけの設置《50,000千円（うち７年度２月補正 50,000千円）》 
・緑陰を確保できない場所への日よけ設置による日陰の創出（スマートシェード、パラソル

等） 
 

● （拡）こうべ木陰プロジェクト 
《82,500千円（うち７年度２月補正 22,500千円）》 

・樹木の移植等による都心部等の緑陰形成 
・新たな休憩スポットの設置 

 

● （拡）駅前広場等の緑化《74,000千円（うち７年度２月補正 61,000千円）》 
・駅前広場等の緑化推進（神⼾駅、⻄神中央駅、名⾕駅、⻄鈴蘭台駅等） 

 

● （拡）環境に配慮した舗装への転換 
《221,000千円（うち７年度２月補正 15,000千円）》 

・広場や歩道における環境に配慮した木質系舗装、保水性舗装等の整備（きらら広場等） 
 

● 公共空間における異常高温対策《11,200千円》 
・散水車による道路上への散水 
・人が多く集まる駅周辺や公園におけるミストの設置 

 

● KOBEクールオアシスの展開《925千円》 
・暑さをしのげる一時休息所（クールオアシス）の展開（薬局等との連携） 

 

● バス停留所の上屋・ベンチ整備《63,500千円》 
・⺠間路線バス停留所における上屋・ベンチの整備を支援 
・市バス停留所の上屋整備 

 

● （新）夏休み体育施設無料開放《3,000千円》 
・夏休み期間中に小学生等が運動できる環境を提供 



２．人間らしいあたたかいまちづくり （１）子育ても仕事もできるまち 

 
２ 子育て世帯の経済的負担の軽減  

136億6,300万円（うち７年度12月補正 97億5,300万円）  

 

● （拡）高校生等の通学定期券補助《2,549,822千円》 
・市外：1/2補助（12,000円/⽉の基準額を撤廃、R7.4⽉〜） 

市内：無料（R6.9⽉〜） 
・公共交通機関の通学が著しく困難な中学校区に在住する高校生等への補助制度の新設 

 

● （新）物価高対応子育て応援手当 
《4,400,000千円（うち７年度12月補正 4,400,000千円）》 

・児童⼿当⽀給対象のこどもを養育する⽗⺟等に対し、⼿当を⽀給（２万円/こども） 
 

● （拡）学校給食費の負担の軽減（再掲） 
《5,352,434千円（うち７年度12月補正 5,352,434千円）》 

・小学校給食の無償化及び中学校における学校給食食材費の高騰対策 
  小学校給食費：年額68,187円→ 無償化 

中学校給食費：年額82,894円→32,470円        
 

● （新）フリースクール等を利用する児童生徒の経済的支援（再掲） 
《44,000千円》  

・不登校児童生徒の保護者を対象に、フリースクール等⺠間施設の利⽤料の半額を補助 
上限：２万円/⽉（オンラインの場合は1.5万円/⽉） 

 

● 妊娠期から出産・子育て期まで一貫した伴走型相談支援・経済的支援 
《873,807千円》 

・妊娠期、育児期の面談に加え、妊娠８か⽉頃の希望者に面談を実施 
・妊娠時に５万円、出産時にこども１人あたり５万円を⽀給 

 

● こべっこウェルカム定期便《442,100千円》 
・こどもが生まれた世帯に、育児⽤品等を⽉に１回、最大10回配達 
・配達にあわせた声掛けや子育て情報の提供等を含めた見守りを実施 

 
 



２．人間らしいあたたかいまちづくり （１）子育ても仕事もできるまち 

 
２ 子育て環境の充実  

15億6,600万円  
 

● （新）５歳児健診の実施《54,016千円》 
・５歳児を対象とした健康診査を実施 
・健診結果に基づき、多様な専門職による相談⽀援を実施 

 

● （拡）夏休み学童保育ニーズへの対応《87,450千円》 
・夏休み期間限定の学童保育の受入れ施設の拡充（R7年度：54施設→R8年度：80施設予定） 
・夏休み期間の昼食提供施設の拡大（R7年度：144施設→R8年度：172施設予定） 

 

● 発達相談支援体制（専門チーム）の強化《6,630千円》 
・療育センター・こども家庭センターの待機期間短縮・地域の対応力向上に向けた 

「こべっこ発達専門チーム」による相談等の⽀援 
 

● （拡）産後ケア事業《383,840千円》 
・産後１年以内の⺟親と乳児に対して、助産所・医療機関での宿泊・通所や助産師の訪問によ

る産後ケアを実施 
・生後４か⽉以降のこどもを受け入れる施設や、夜間に受入れ体制を強化している施設への加

算を新設 
 

● （拡）妊婦健診の拡充《832,052千円》 
・妊婦健康診査にかかる費⽤を助成 
・妊娠40週以降の妊婦等に対する⽀援を強化 

補助上限額：120,000円→136,000円（14回→16回） 
 

● こどもの居場所づくり《99,800千円》 
・放課後などに食事提供・学習⽀援を行う団体に対する⽀援の充実 
・活動団体や寄附企業等のマッチングを行うプラットフォーム(こども地域応援ネットワーク 

KOBE)運営 
 
  



 

 

● （新）児童虐待防止対策の強化《85,764千円》 
・地域で活動し、専門性を有する児童家庭⽀援センターの強みを生かした積極的な虐待予防、 

再発防止 
・区役所の虐待予防の対応力強化 

 

● （新）⺠間⾃⽴援助ホームの開設支援《16,000千円》  
・⼀時保護後等の受け⽫拡充策として、⺠間⾃⽴援助ホームの開設にかかる整備費⽤を⽀援 

 



２．人間らしいあたたかいまちづくり （１）子育ても仕事もできるまち 

 
２ 保育環境の充実・保育人材の確保  

55億9,100万円  
 

● （新）⺠間園の１歳児受⼊枠拡⼤促進事業《57,000千円》 
・保育所等が翌年度の１歳児クラスの定員を増加する場合の補助制度を新設 

 
● （拡）こども誰でも通園制度の本格実施《238,254千円》 

・保育所等に通っていないこども（生後６か⽉〜２歳）が、就労要件を問わず時間単位で利⽤でき
る保育所等の拡充（R7年度：44施設→R8年度：84施設予定） 

 

● （拡）病児保育の充実《629,250千円》 
・市内全区における病児保育の実施（R8年〜兵庫区新設） 
・市内統⼀の予約システムを導入 

 
● （拡）学校図書館を活用した放課後の居場所づくり《59,920千円》 

・学校図書館において、すべての児童を受け入れる「本のひろば」を拡充 
（R7年度：10校→R8年度：20校予定） 

 

● （拡）保育人材確保・定着と保育の質の向上《4,605,795千円》 
・保育⼠の処遇を市独⾃に改善する「６つのいいね」の対象施設を児童養護施設等や⻑時間預かり

等を実施する幼稚園等へ拡大 
・⼀時金の⽀給（７年間で最大160万円） 
・保育⼠宿舎借り上げ⽀援（最大10万円/⽉、最⻑７年間） 
・奨学金返還に要する費⽤の補助（７年間で最大42万円） 
・市内養成校に通う学生と市内施設とのマッチングを実施 
・国家公務員の給与改定の内容に準じた処遇改善 
・中堅保育⼠（ミドルリーダー）を中心に実施する公開保育等学び合いの取組み⽀援 
 



２．人間らしいあたたかいまちづくり （１）子育ても仕事もできるまち 

 
２ こうべ女性活躍プロジェクトの推進  

2億2,600万円  

 

● （拡）コワーキングスペースの拡充（北神）《208,961千円》 
・子連れで利⽤できるコワーキングスペースを北神地区に新設 
（既設：あすてっぷコワーキングこうべ・学園都市・六甲アイランド） 

 
● 女性のキャリア支援《17,000千円》 

・デジタルスキル習得と就労⽀援を組み合わせたプログラム等の実施 
・市内企業等で働く女性のキャリアアップ・交流⽀援 

 
 

  



２．人間らしいあたたかいまちづくり （２）感性豊かな子が育つまち 

 
２ 子どもの外遊びの推進  

1億7,900万円（うち７年度２月補正 1億3,000万円）  

 

● （新）外遊び関係人材の育成《22,350千円》 
・外遊びの場を提供する人材の育成 
・木育インストラクター養成講座の実施 
・外遊び活動に関する経費補助 

 
● （拡）スケートボード広場の増設 

《30,000千円（うち７年度２月補正 30,000千円）》 
・気軽にスケートボードを楽しめる環境整備（高塚公園） 

 

● （拡）都市公園等における居場所づくりの推進 
《110,700千円（うち７年度２月補正 99,500千円）》 

・バスケットゴール倍増プランの推進（R8年度までに50か所→100か所） 
・「ボールあそび・できること」看板や防球フェンスの設置 
・バスケットゴールの利⽤促進 

 

● （拡）放課後運動外遊び《15,093千円》 
・小学校運動場に「運動遊びサポーター」を配置し、児童の運動機会を確保（107校） 
 
 
 

  



２．人間らしいあたたかいまちづくり （２）感性豊かな子が育つまち 

 
２ 体験機会の充実  

5,100万円  

 

● （拡）こどもの体験機会の拡充《30,155千円》 
・児童館において、外国人講師による英語体験や国際交流等の機会を提供（R7年度：20館→R8年

度：全120館予定） 
・プロ選⼿等の指導によるスポーツ体験の実施（R7年度：4か所→R8年度：40か所予定） 
・子育てチーフアドバイザー等を対象に「こうべ絵本ナビゲーター」を育成 

 

● （新）夏休み体育施設無料開放（再掲）《3,000千円》 
・夏休み期間中に小学生等が運動できる環境を提供 

 

● （新）未来の演奏家たちの活躍機会の創出《11,750千円》 
・市内中高生・大学生・若⼿演奏家がまちなかやホールで演奏する機会の創出 
・小中学生向けの楽器体験イベントやストリートピアノを活⽤したピアノ教室を開催 

 

● 神⼾「本」の⽂化振興プロジェクトの推進《5,500千円》 
・本と人の出会いの場を作る読書推進イベントの開催 

 

  



２．人間らしいあたたかいまちづくり （２）感性豊かな子が育つまち 

 
２ 学びの環境整備  

125億5,900万円（うち７年度２月補正 89億7,900万円）  

 

● （拡）まちなか⾃習室の拡充《12,000千円》 
・カフェなどの⺠間施設を中高生が⾃習スペースとして無料で利⽤できる「まちなか⾃習室」 

の設置拡充（R7年度：50か所→R8年度：70か所予定） 
 

● （新）中学校35人学級編制の実施 
・中学校で35人学級編制を実施 

（R8年度：中学１年生、R9年度：〜中学２年生、R10年度：〜中学３年生） 
 

● （新）教職員の職場環境改善 
《234,543千円（うち７年度２月補正 53,710千円）》 

・プール清掃、油引き、エアコン清掃、カーテンクリーニングの外部発注 
・トイレ・更衣室の改修 

 

● （新）教育課程柔軟化サキドリ研究校《1,400千円》 
・次期学習指導要領を見据え、研究校を指定して柔軟な教育課程を編成・実践 

 

● （拡）特別支援教育の充実《37,731千円》  
・⾃校通級指導教室の整備拡大（R8年度100校、R18年度までに全校設置） 
・⾃校通級指導教室設置校へのICT教育ソフトの導入 

 

● （拡）不登校児童生徒への支援（一部再掲）《59,000千円》 
・不登校児童生徒の保護者を対象に、フリースクール等⺠間施設の利⽤料の半額を補助 

上限：２万円/⽉（オンラインの場合は1.5万円/⽉） 
・対面での⽀援が難しい児童生徒を対象にオンラインでの学習・コミュニケーション⽀援（こうべ 

っ子オンライン広場）を実施 
 



 

 

● （拡）学校施設の教育環境の向上 
《12,209,708千円（うち７年度２月補正 8,925,083千円）》 

・大規模・⻑寿命化改修（小学校９校・中学校11校） 
・（仮称）⻯が台義務教育学校の施設整備（R8〜9年度：設計、R9年度〜整備） 
・義務教育学校港島学園の校舎⼀体化整備（R6〜11年度） 
・小学校の過密化対策等としての再整備（垂水小・春日野小・東舞子小） 
・学校の体育館空調設備の全校調査及びモデル整備（３校） 

 
● ⻘少年科学館のリニューアル《3,700千円》 

・第２期リニューアルで新設した実験室・工作室の器具拡充 
・第３期リニューアルに向けた事業者公募の実施 

 
 
 
２．人間らしいあたたかいまちづくり （２）感性豊かな子が育つまち 

 
２ KOBE◆KATSUの本格実施  

18億5,900万円（うち７年度２月補正 12億9,800万円）  

 

● （拡）「KOBE◆KATSU（コベカツ）」の推進（中学校部活動の地域展開） 
《1,858,246千円（うち７年度２月補正 1,297,400千円）》 

・コベカツの会費にかかる保護者負担の軽減（「コベカツサポート」の導入） 
  会費⽀援額：1,500円/⽉（就学援助世帯：3,000円/⽉） 
・参加者全員の保険料を公費負担（800円/年） 
・コベカツ⽀援基金の新設 
・中学校施設の利活⽤に向けた環境整備（備品等の更新、屋外簡易照明設置等） 
・活動場所への移動が困難な地域における移動⽀援実証事業 
・参加者・指導者の交流や取組み発信のための参加型イベントの開催 
・大会運営組織の構築・大会運営 
・指導者の公認指導者及び審判資格取得を補助 
・活動における市有施設の使⽤料等減免 

 



２．人間らしいあたたかいまちづくり （３）交流が生まれ、いきいきと健康に暮らせるまち 

 
２ 健康づくりの推進  

12億6,700万円（うち７年度２月補正 1,400万円）  

 

● （拡）生活習慣病の重症化予防対策《133,879千円》 
・保健師・⻭科衛生⼠・管理栄養⼠による、75歳以上の生活習慣病ハイリスク者への 

生活指導・受診指導の強化 
 

● （拡）銭湯に対する支援の充実（一部再掲） 
《289,159千円（うち７年度２月補正13,530千円）》 

・銭湯の入浴料金値上げ分に対する激変緩和措置（大人料金を570円→500円、R8.3⽉〜） 
・デジタルスタンプラリー、地域子育て入浴割引制度の実施による銭湯利⽤の促進 

 

● 認知症神⼾モデル《248,906千円》 
・診断助成制度・事故救済制度の継続実施 

 

● （新）介護予防のための新たな通所型サービスの創設《55,080千円》 
・要⽀援１・２等の方に向けた、多様な主体による新たな通所型サービスの創設 

 

● （拡）フッ化物洗⼝による⼩学生のむし⻭予防《133,566千円》 
・重点校での集団洗口及び洗口液配付による家庭内洗口の対象者拡充 

 

● （拡）⻭周病検診の対象拡⼤《99,848千円》 
・40・50・60歳に加え、30歳を対象に検診を実施 

 

● （新）RSウイルス⺟子免疫ワクチン接種費用の助成《291,333千円》 
・妊婦を対象に、新たに定期接種化となるRSウイルスワクチンの接種費⽤を全額助成 

 

● 住まいの断熱化の推進《15,000千円》 
・医療・健康分野など多様な主体と連携した断熱化に関する普及啓発 
・断熱リノベーションのプロセスを公開する取組みへの⽀援を通じ、断熱性能の高いマンションの 

市場流通を促進するマンション空き家流通促進事業「ミセリノべ」の実施 



２．人間らしいあたたかいまちづくり （３）交流が生まれ、いきいきと健康に暮らせるまち 

 
２ 地域と在住外国人との秩序ある共生 

1億6,400万円  

 

● （拡）日本語教育の推進《155,941千円》 
・初期日本語指導を集中的に行う拠点教室の運営 
・⺟語による学習⽀援のための⽀援員の配置・授業同時通訳⽀援ツールの活⽤ 
・高校生世代の在住外国人向け日本語教室の拡充（通年実施） 
・地域・企業主体の日本語教室⽴ち上げ伴走⽀援の実施 

 

● （新）地域における相互理解の促進《7,518千円》 
・地域住⺠が抱く不安に向き合う「地域共生サポーター」の配置 
・外国人への生活ルール浸透を目指すオリエンテーションツアーの実施 

 



２．人間らしいあたたかいまちづくり （４）きめ細かく多様な支援 

 
２ 高齢者施策の充実  

4億3,900万円（うち７年度２月補正 7,200万円）  

 

● 身寄りのないシニア世代への支援《48,565千円》 
・こうべ終活相談窓口の設置（R7.10⽉開設） 

（将来の不安や課題（財産管理、遺言等）に応じたサービスへのつなぎ、緊急連絡先等の登録） 
・生前の葬儀・納骨契約⼿続きの⽀援（エンディングプラン・サポート） 
 

● （拡）高齢者等就労支援（再掲） 
《56,000千円（うち７年度２月補正 56,000千円）》 

・シニアキャリア相談・就労⽀援事業の対象拡充 
（概ね55歳以上→概ね40歳以上の就職氷河期・シニア世代） 

・シニア就職面接会・出張就職相談会 
 

● （新）広域型介護施設に対する⼤規模修繕補助 
・定員30名以上の特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、ケアハウスの大規模修繕への補助 

 

● 介護人材の確保《57,031千円》 
・介護人材の確保、育成及び定着の促進に向けた広報及び各種⽀援の実施 

 

● 介護現場におけるハラスメント防止対策《7,514千円》 
・市⺠への啓発・事業管理者への研修によるハラスメントの理解促進・対応力向上 

 

● （新）バス事業者が実施する敬老割引の実証実験への支援 
《15,206千円（うち７年度２月補正 15,206千円）》 

・東部エリアにおいてバス事業者が実施する敬老割引の実証実験への補助 
 

● 神⼾電鉄シーパスワンの販売促進《204,454千円》 
・神⼾電鉄等で使えるシニア向け乗⾞券「神鉄シーパスワン」の販売促進 

 

● 外国人介護人材の確保促進事業《50,000千円》 
・大学、社会福祉法人等と連携した外国人高度専門人材育成 
 

  



２．人間らしいあたたかいまちづくり （４）きめ細かく多様な支援 

 
２ 障害者施策の充実  

3億2,400万円  

 

● （拡）医療的ケア児者家族の在宅レスパイト支援《77,159千円》  
・訪問看護による在宅レスパイト⽀援 
・医療型短期入所の受入れ体制強化に向けた助成の継続 

 

● （拡）日常生活用具の購⼊費用助成の拡充《52,209千円》  
・ストーマ装具の購入費⽤に対する⽀給基準額の増額 

蓄便袋：8,900円→11,000円、蓄尿袋：11,700円→13,000円 
 

● （拡）屋外での移動が困難な障害者に対する支援《29,501千円》 
・ガイドヘルパー派遣事業の対象に、日中サービス⽀援型グループホームの居住者を追加 

 

● （拡）障害者・児への計画相談支援の推進《153,350千円》  
・相談⽀援専門員の確保に対する助成  

補助率：3/4、補助上限：障害者 300万円/人、障害児 400万円/人   
・相談⽀援専門員（１〜７年目）に対する定着⽀援金の拡充 

１〜５年目：9,000円/⽉・６〜７年目：15,000円/⽉、総額最大90万円 
・障害児の新規計画策定を行う事業所に対する助成金の⽀給（１万円/件） 

 

● 超短時間雇用の促進《11,661千円》  
・「障害者雇⽤推進員」の配置による超短時間雇⽤の促進（雇⽤企業のニーズ調査・新規開拓） 

  



２．人間らしいあたたかいまちづくり （４）きめ細かく多様な支援 

 
２ 孤独・孤⽴対策  

4億1,800万円  

 

● こども・若者ケアラーへの支援《35,803千円》  
・こども・若者ケアラー相談・⽀援窓口運営 
・こども・若者ケアラーがいる世帯への食⽀援、交流・情報交換の場づくり 
・学校等と連携したこども・若者ケアラーの実態把握、関係者や市⺠への理解促進 

 

● こどもの居場所づくり（再掲）《99,800千円》  
・放課後などに食事提供・学習⽀援を行う団体に対する⽀援の充実 
・活動団体や寄附企業等のマッチングを行うプラットフォーム(こども地域応援ネットワークKOBE) 

運営 
 

● 地域福祉ネットワーク事業の推進《248,429千円》 

・地域の幅広い福祉課題に対応する地域福祉ネットワーカーの継続配置 
 

● 保護司活動への支援《11,740千円》 

・面談場所の確保・ICT機器導入など事務負担軽減にかかる経費への⽀援 
 

● （新）若年世代のつながり支援《22,000千円》 
・困難を抱えるこども・若者世代の居場所となる拠点を新設 

 

  



２．人間らしいあたたかいまちづくり （４）きめ細かく多様な支援 

 
２ 生活困窮者等に対する支援  

11億2,700万円（うち７年度２月補正 8億6,200万円）  

 

● （拡）フードサポートこうべ（再掲） 
《750,000千円（うち７年度２月補正 750,000千円）》 

・食料品・生活⽤品の無料配布会及び継続的な⽀援に向けた生活相談会の⼀体開催 
 

● （拡）生活困窮者への支援（一部再掲） 
《106,790千円（うち７年度２月補正 57,500千円）》  

・食品等の寄付を受け入れる公共保管庫（常温）の整備 
・食⽀援を通じた相談⽀援に取り組む⺠間団体に対する補助の拡充 
 （基本単価の増額、コミュニティフリッジの設置・運営に対する補助メニューの創設） 
・「ここからプレイス」における若者の就労⾃⽴に向けた伴走型⽀援 

 

● （拡）学びへつなぐ地域型学習支援事業《125,500千円》  
・経済的事情等を抱える世帯の中学生に対し、学習⽀援活動を行う団体への補助 
・学習機会の確保に向けたオンライン型学習⽀援 

 

● （拡）子育て世帯への食を通じたつながり支援（再掲） 

《143,860千円（うち７年度２月補正 53,560千円）》  
・食品等の寄附を受け入れる公共保管庫（冷凍冷蔵）の確保・配送委託 
・食⽀援を通じた相談⽀援に取り組む⺠間団体に対する補助の拡充 

(要件緩和(週１回→⽉２回以上開催等)、冷凍冷蔵庫設置・運営に対する補助メニューの創設)  
 
 

 



３．グローバル社会に羽ばたくまちづくり （１）世界からヒト・モノが集まる「新たな国際都市」 

 
３ 神⼾空港の国際化への対応  

33億1,500万円（うち７年度２月補正 2億2,600万円）  

 

● （拡）神⼾空港島将来構想の策定《30,000千円》 
・神⼾空港島の将来構想策定に向けた検討 
 

● （拡）空港の機能強化《2,362,345千円（うち７年度２月補正 226,000千円）》 
・国際チャーター便の受入拡大・利便性向上 
・航空需要の拡大に向けた新たな市場開拓 
・国際定期便就航に向けた機能強化の詳細検討 
・国際線運営のあり方検討 
・RESA（滑走路端安全区域）対策 

 

● （拡）交通アクセスの強化《922,321千円》 
・新交通三宮駅の改良及び美装化 

ホーム拡張：R7〜11年度⼯事、R11年度末供⽤開始予定 
JR三ノ宮新駅ビルとの接続：R8年度設計、R9〜11年度⼯事 
美装化：R8年度設計、R9〜11年度⼯事、R11年度完了予定 

・朝ラッシュ時におけるポートライナーの混雑緩和に向けたバスによる輸送力補完 
・空港アクセスバス「マリンエアシャトル」の利⽤促進 
・空港からウォーターフロントへのダイレクトアクセス検討 
 

 



３．グローバル社会に羽ばたくまちづくり （１）世界からヒト・モノが集まる「新たな国際都市」 

 
３ 陸海空の広域交通結節機能の強化  

167億6,900万円（うち７年度２月補正 10億8,300万円）  

 

● （拡）空港の機能強化（再掲） 
《2,362,345千円（うち７年度２月補正 226,000千円）》 

・国際チャーター便の受入拡大・利便性向上 
・航空需要の拡大に向けた新たな市場開拓 
・国際定期便就航に向けた機能強化の詳細検討 
・国際線運営のあり方検討 
・RESA（滑走路端安全区域）対策 

 

● （拡）国際コンテナ戦略港湾の推進《2,584,199千円》 
・神⼾港への集貨・航路開設⽀援の拡充（基幹航路の誘致強化） 
・高規格コンテナターミナルの整備 
・新・港湾情報システム「CONPAS」の導入⽀援・利⽤拡大 

 

● 都⼼とポートアイランド・神⼾空港間のアクセス向上（再掲） 
《937,321千円》 

・新交通三宮駅の改良及び美装化 
ホーム拡張：R7〜11年度⼯事、R11年度末供⽤開始予定 
JR三ノ宮新駅ビルとの接続：R8年度設計、R9〜11年度⼯事 
美装化：R8年度設計、R9〜11年度⼯事、R11年度完了予定 

・朝ラッシュ時におけるポートライナーの混雑緩和に向けたバスによる輸送力補完 
・空港アクセスバス「マリンエアシャトル」の利⽤促進 
・空港からウォーターフロントへのダイレクトアクセス検討 

 

● ⼤阪湾岸道路⻄伸部の事業推進 
《7,719,000千円（うち７年度２月補正 578,000千円）》 

・大阪湾岸道路⻄伸部（六甲アイランド北〜駒栄）の事業推進 

  



 

 

● 道路ネットワークの強化 
《3,165,680 千円（うち７年度２月補正 279,000 千円）》 

・国道428号（箕谷北⼯区）のバイパス整備 
・玉津大久保線の整備 
・阪神高速北神⼾線料⾦割引社会実験の継続実施 
・小束山６丁目交差点の渋滞対策 
・神⼾⻄バイパスの事業促進 
・国道175号の事業促進 

 



３．グローバル社会に羽ばたくまちづくり （１）世界からヒト・モノが集まる「新たな国際都市」 

３ 

 
３ 観光誘客の推進  

16億2,900万円（うち７年度２月補正 1億2,400万円）  
 

● チャーター便就航を踏まえた海外プロモーション 
《12,000千円（うち７年度２月補正 12,000千円）》 

・国際線就航都市（韓国・台湾）に対する戦略的なプロモーションの実施 
・新規就航都市の旅行会社等に対するファムトリップ（招聘視察ツアー）の実施 

 

● （拡）ナイトタイムエコノミーの推進 
《314,500千円（うち７年度２月補正 5,000千円）》 

・ナイトタイムの回遊と消費を促す取組みへの⽀援 
・夜間景観の魅力向上（税関線・旧居留地のイルミネーション整備） 
・週末花火・「みなとHANABI」・ライトフェスティバルの開催 
・「神⼾六甲ミーツ・アート2026 beyond」への⽀援 
・博物館を活⽤した夜の賑わい創出 

 

● （拡）広域連携による一体的な魅力発信 

《12,000千円（うち７年度２月補正 5,000千円）》 

・神⼾以⻄への周遊促進に向けた他都市（姫路、淡路島、せとうち等）と連携したプロモーション
の実施 

・⻄のゴールデンルートアライアンスによる共同プロモーションの実施 
 

● （新）災害時における観光危機管理体制の構築（再掲） 
《7,000千円（うち７年度２月補正 7,000千円）》 

・外国人を含む観光客への情報発信・伝達手法の整理 
・一時滞在協力可能施設の確保 
・観光関連事業者等と連携した訓練の企画・実施 

 

● 市内地域・観光資源への回遊性向上と活性化（一部再掲） 
《550,000千円（うち７年度２月補正 82,000千円）》 

・ナイトタイムの回遊と消費を促す取組みへの⽀援 
・神⼾須磨シーワールドの市⺠利⽤⽀援 
・須磨海浜公園駅におけるエスカレーター設置（R8年度末供⽤開始予定） 
・有馬温泉地域における人材確保策の推進  



 

 

● 新たなロープウェーの検討 

・新たなロープウェー構想（布引ハーブ園山頂駅〜掬星台）の導入検討 

● （拡）ウォーターフロントの賑わいづくり（一部再掲）《320,000千円》 
・週末花火・「みなとHANABI」・ライトフェスティバルの開催 
・海軍操練所遺構を活⽤した展示施設の整備（暫定利⽤） 

 

● 新たな公共交通システムの導入 
《16,000千円（うち７年度２月補正 13,000千円）》 

・ポートループの増備による利便性向上（車両の導入⽀援） 
・BRT・LRT等の導入検討 

 

● MICE誘致の競争力強化（一部再掲）《273,000千円》 
・国際展示場等の大規模改修に向けた調査検討 
・大型MICE開催における施設利⽤料⾦の無料化 

 

● （拡）路上喫煙防止対策、三宮北地区美化事業（一部再掲）《123,700千円》 
・喫煙所整備補助の拡充 

整備費補助：補助率10/10、上限1,000万円、地下施設の場合は2,000万円 
整備費補助の対象エリアを拡大 

・三宮駅周辺の繁華街におけるカラス対策ネットボックスの試験的導入 
・サンキタエリアでのエリアマネジメントと連携した美化強化 



３．グローバル社会に羽ばたくまちづくり （１）世界からヒト・モノが集まる「新たな国際都市」 

 
３ 革新的な起業・創業支援  

1億3,300万円  
 

● （拡）スタートアップ支援《30,000千円》 
・AIを活⽤した事業アイデアを有するスタートアップの⽀援の強化 
・新⻑⽥南エリアの活性化に資する起業家⽀援（シタマチスタートアップ）と空き家活⽤⽀援 

 

● （拡）次世代産業創造人材の育成《70,000千円》 
・学生と先端科学技術を有する企業等による共同研究・開発プログラム 
・最先端科学技術集積地への学生向け派遣プログラム 
・高度なデジタル人材育成教育を展開する事業者への⽀援 
・教育課程から起業まで一気通貫で成⻑を⽀援するプログラム 

 

● （新）企業とクリエイティブ人材のマッチング支援《3,660千円》 
・クリエイティブ人材育成セミナーの開催 
・企業とクリエイティブ人材によるピッチイベントの開催 

 

● （拡）アフリカとの連携事業《29,000千円》 
・アフリカビジネスフォーラム・コンテストの開催 
・アフリカ市場調査・販路開拓⽀援事業の実施 
・アフリカの⽂化等を体験できる市⺠参加型イベントの実施 

 



３．グローバル社会に羽ばたくまちづくり （１）世界からヒト・モノが集まる「新たな国際都市」 

 
３ スポーツ振興  

6億800万円（うち７年度２月補正 8,400万円） 

 

● （拡）トップスポーツチーム等と連携したまちの賑わい創出（一部再掲） 
《8,200千円》 

・大規模アリーナ・スタジアム、まちなかを活⽤したスポーツイベントの実施 
・アスリートのセカンドキャリア形成に向けた調査 
・バスケットゴールの利⽤促進 

 

● （新）（仮称）神⼾国際スポーツフェスティバル《5,000千円》 
・大学と連携した国際スポーツイベントの試行実施 

 

● （新）東灘体育館再整備《25,000千円（うち７年度２月補正 25,000千円）》 
・老朽化した東灘体育館の建替えに向けた基本計画の策定 

 

● ワールドマスターズゲームズ2027関⻄の開催準備《47,000千円》 
・神⼾市を含む13府県指定都市で開催されるワールドマスターズゲームズ2027関⻄の開催準備 

 

● 神⼾マラソン《100,883千円》 
・ウォーターフロントエリアなどの眺望を楽しめる、高低差の小さい競技性の高いコースでの

開催 
 

● （拡）都市公園等におけるスポーツの推進（一部再掲） 
《418,217千円（うち７年度２月補正 59,000千円）》 

・バスケットゴール倍増プランの推進（R8年度までに50か所→100か所） 
・気軽にスケートボードを楽しめる環境整備（高塚公園） 
・ノエビアスタジアム神⼾におけるピッチの芝生保護対策の検討 
・王子弓道場の再整備 

 

● （新）夏休み体育施設無料開放（再掲）《3,000千円》 
・夏休み期間中に小学生等が運動できる環境を提供 

 



３．グローバル社会に羽ばたくまちづくり （１）世界からヒト・モノが集まる「新たな国際都市」 

 
３ 芸術・文化の振興  

107億3,800万円（うち７年度２月補正 3億6,200万円）  
 

● （拡）アーティスト・文化芸術事業者への支援（一部再掲）《124,220千円》 
・若手アーティストの制作・発表拠点の整備 
・地下鉄海岸線全駅における若手アーティストの作品展示 
・「神⼾六甲ミーツ・アート2026 beyond」への⽀援 
・「KOBEまちなかパフォーマンス」の推進 

 

● （新）国際芸術都市としての文化交流事業《7,000千円》 
・神⼾空港を発着するチャーター便の就航国・地域との間で、交流演奏を実施 
・神⼾国際フルートコンクール入賞者の披露演奏会を開催 

 

● （新）未来の演奏家たちの活躍機会の創出（再掲）《11,750千円》 
・市内中高生・大学生・若手演奏家がまちなかやホールで演奏する機会の創出 
・小中学生向けの楽器イベントやストリートピアノを活⽤したピアノ教室を開催 

 

● （新）文化資源を活用した地域活性化《52,000千円》 
・⽂化環境保存区域の⽀援強化と活⽤ 
・山城の3Dデータを閲覧できるARアプリを活⽤した魅力発信 

 

● 伝統的建造物群保存地区の魅力向上《438,600千円》 
・旧ハンター住宅・旧山口邸の整備 

 

● 伝統文化・歴史の継承《106,818千円》 
・五色塚古墳のガイダンス施設供⽤開始（R8.4月）及び多目的広場等の整備 

 

● 神⼾「本」の文化振興プロジェクトの推進（再掲）《5,500千円》 
・本と人の出会いの場を作る読書推進イベントの開催 

  



 
 

● 新・神⼾文化ホール、新三宮図書館の整備 
《8,255,574千円（うち７年度２月補正 362,000千円）》 

・⽂化ホール（約1,800席、R10.6月頃供⽤開始予定）、図書館（所蔵冊数：約11万冊、R10.２ 
月頃供⽤開始予定）の整備 

・ホール開館に向けた企画・検討 
 

● 旧北区役所跡地の再整備《1,735,620円》 
・旧北区役所跡地における、新北区⽂化センター・新北図書館・新すずらんだい児童館・新ユース 

ステーション北の整備（R6〜9年度⼯事、R9.9〜10月頃供⽤開始予定） 
 



３．グローバル社会に羽ばたくまちづくり （１）世界からヒト・モノが集まる「新たな国際都市」 

 
３ 回遊性の向上  

60億9,200万円（うち７年度２月補正 1,300万円）  

 

● 都⼼〜ウォーターフロントの回遊性向上《6,075,360千円》 
・税関線等の再整備（１号館周辺歩道の高質化、R8年度⼯事） 
・市役所本庁前地下通路のリニューアル（R8年度⼯事） 
・東遊園地と磯上公園の一体管理によるさらなる賑わい創出のための⺠間活力の導入 
・京橋地区再整備に向けた防波堤・係留施設等の整備 
・ハーバーランド地区内交差点の渋滞対策（R8年度⼯事） 
・ルミナリエ会場の拡充による回遊性向上及び地域と連携したライトアップの実施 

 

● 新たな公共交通システムの導入（再掲） 
《16,000千円（うち７年度２月補正 13,000千円）》 

・ポートループの増備による利便性向上（車両の導入⽀援） 
・BRT・LRT等の導入検討 



３．グローバル社会に羽ばたくまちづくり （２）都心の再生と非日常空間の創出 

 
３ 都⼼・三宮再整備  

232億5,600万円（うち７年度２月補正 4億5,100万円）  

 

● （拡）新たなバスターミナルの整備 
《6,798,892 千円（うち７年度２月補正 37,368 千円）》 

・雲井通５丁目地区（Ⅰ期）再開発事業への⽀援（R9.12月⼯事完了予定） 
・新バスターミナル（Ⅰ期）との一体運⽤に向けた三宮バスターミナルの改修 
・雲井通５・６丁目地区の一体整備事業（地下埋設管移設⼯事） 
・雲井通６丁目北地区（Ⅱ期）再開発事業における組合設立にむけた⽀援（R8年度末組合設立予 

定） 
 

● 新・神⼾文化ホール、新三宮図書館の整備（再掲） 
《8,255,574千円（うち７年度２月補正 362,000千円）》 

・⽂化ホール（約1,800席、R10.6月頃供⽤開始予定）、図書館（所蔵冊数：約11万冊、R10.２ 
月頃供⽤開始予定）の整備 

・ホール開館に向けた企画・検討 
 
 

●  

 

● JR三ノ宮新駅ビル南側広場空間等の整備（一部再掲）《236,000千円》 
・JR三ノ宮新駅ビル南側・センター街東口周辺・三宮東交差点の整備（歩道空間の高質化等） 
・新交通三宮駅舎とJR三ノ宮新駅ビルの接続（R8年度設計、R9〜11年度⼯事） 
 

● （拡）三宮デッキの整備《2,892,401千円》 

・新バスターミナルビル周辺デッキの整備（R6年度⼯事着手、R9年度⼯事完了予定） 
・JR三ノ宮新駅ビル南デッキの整備（R7年度⼯事着手、R10年度⼯事完了予定） 
・税関線横断デッキの整備（R7年度⼯事着手、R11年度⼯事完了予定） 

 
  

えき≈まち空間 



 

 
● （拡）都⼼・三宮の賑わい創出（一部再掲）《154,500千円》 

・エリアマネジメントの推進（組織化に向けた協議会の運営、「えき≈まち空間」等における賑わい
創出社会実験等） 

・夜間景観の魅力向上（税関線・旧居留地のイルミネーション整備） 
・樹木の移植等による都心部の緑陰形成 
・新たな休憩スポットの設置 

 

● 三宮駅周辺の再整備検討《25,010千円》 
・センター街周辺エリアの将来像の検討 
・サンセンタープラザの再開発協議会設立及び再整備検討の⽀援 

   ・第２・第４防災ビル街区等における再整備検討の⽀援 
 
 

●  

 

● 本庁舎２号館の再整備《3,352,174千円》 
・既存施設の解体及び新施設整備 
・市⺠利⽤空間にかかる検討 

 

 

●  

 

● 都⼼〜ウォーターフロントの回遊性向上（再掲）《1,482,310千円》 

・税関線等の再整備（１号館周辺歩道の高質化、R8年度⼯事） 
・自動走行モビリティの実装に向けた調査・検討 
・市役所本庁前地下通路のリニューアル（R8年度⼯事） 
・東遊園地と磯上公園の一体管理によるさらなる賑わい創出のための⺠間活力の導入 
・ハーバーランド地区内交差点の渋滞対策（R8年度⼯事）  

市役所周辺エリア 

道路機能強化・回遊性の向上 



 

 

● （拡）元町駅周辺の魅力向上 
《43,000千円（うち７年度２月補正 38,000千円）》 

・元町駅周辺のリニューアルプラン策定に向けた検討 
・観光バス路上駐車解消に向けた乗降場整備（R8年度⼯事） 

 

● 新たな公共交通システムの導入（再掲） 
《16,000千円（うち７年度２月補正 13,000千円）》 

・ポートループの増備による利便性向上（車両の導入⽀援） 
・BRT・LRT等の導入検討  



３．グローバル社会に羽ばたくまちづくり （２）都心の再生と非日常空間の創出 

 
３ ウォーターフロント地区の魅力向上  

54億9,000万円  

 

● ウォーターフロント地区の再整備（一部再掲）《5,169,180千円》 
・京橋地区再整備に向けた防波堤・係留施設等の整備 
・⺠設⺠営のマリーナ開業に向けた周辺環境整備（新港第１〜第２突堤間⽔域活⽤） 
・中突堤中央ビル解体及び周辺再整備検討 

 

● （拡）ウォーターフロントの賑わいづくり（再掲）《320,000千円》 
・週末花火・「みなとHANABI」・ライトフェスティバルの開催 
・海軍操練所遺構を活⽤した展示施設の整備（暫定利⽤） 

 



３．グローバル社会に羽ばたくまちづくり （２）都心の再生と非日常空間の創出 

 
３ ポートアイランド・六甲アイランド・  

HAT神⼾の活性化      6億3,900万円（うち７年度２月補正 5,300万円）  

 

● （拡）ポートアイランド・リボーンプロジェクトの推進（一部再掲） 
《431,500千円（うち７年度２月補正 53,000千円）》 

・⺠間事業者や地域との協働による将来ビジョンの検討着手 
・ファッションタウンにおける柔軟な土地活⽤に向けた取組み 
・地域活性化拠点の先行整備に向けた調査検討 
・ポートアイランド（第２期）における緑化の推進（緑化ビジョンの検討、医療センター駅前の 

緑化充実による高質空間の形成、主要街路における街路樹の再整備） 
・公共空間や遊休施設等を活⽤したにぎわいや交流機会を創出する社会実験の実施 
・⻘少年科学館のリニューアル（実験⼯作具拡充、第３期リニューアルに向けた事業者公募） 
・ポートアイランドスポーツセンター再整備に向けた公募準備 
・国際展示場等の大規模改修に向けた調査検討 
・大型MICE開催における施設利⽤料⾦無料化 

 

● 六甲アイランドの活性化《177,000千円》 
・マリンパークの再整備（親⽔空間等） 
・AOIA跡地の土地活⽤の具体化と道路基盤整備 
・プロジェクションマッピング作品コンテストの開催 
・イベント広場における交流・休憩スポットの整備 

 

● HAT神⼾の活性化《29,800千円》 
・「ミュージアムロードアイデアコンペ」を契機としたまちづくりの推進 
・デザイン性の高い日よけ施設の整備 
・通年型アイススケートリンクを活⽤したスポーツ機会の創出 



３．グローバル社会に羽ばたくまちづくり （２）都心の再生と非日常空間の創出 

 
３ 六甲山・摩耶山等の活性化  

2億6,300万円（うち７年度２月補正 4,700万円）  
  

 

● （拡）神⼾登山プロジェクト 
《136,000千円（うち７年度２月補正 20,000千円）》 

・登山道の整備推進（六甲全山縦走路、大師道等） 
・登山道における老朽家屋の撤去 
・登山道沿い⺠間トイレ等の改修、新設への補助（補助率2/3、補助上限500万円） 
・「すわやまガーデン（旧：花と緑のまち推進センター）」の整備（R9.3月開業） 
・つくはら湖の湖面利⽤の実施 
・山麓電飾のリニューアル検討 

 

● 六甲山・摩耶山の賑わい創出（一部再掲）《5,000千円》 
・新たなロープウェー構想（布引ハーブ園山頂駅〜掬星台）の導入検討 
・摩耶山上の回遊性向上に向けた検討 

 

● （拡）六甲山における自転車利用の促進 

《71,650千円（うち７年度２月補正 26,850千円）》 

・マウンテンバイクフォレスト神⼾（モビコ）におけるコース整備（森林植物園内 学習の森）、 
情報発信 

・つくはらサイクリングターミナルの改修 
・森林植物園・鉢巻展望台への休憩スポット・サイクルラック等の整備 

 

● 六甲山のアートによる活性化（再掲）《50,000千円》 
・「神⼾六甲ミーツ・アート2026 beyond」への⽀援 

  



３．グローバル社会に羽ばたくまちづくり （３）圏域経済を牽引する大都市 

 
３ 市内産業の活性化  

96億6,400万円（うち７年度２月補正 8億3,000万円） 

 

● （拡）海外ビジネス展開支援（一部再掲） 
《29,650千円（うち７年度２月補正 29,650千円）》 

・海外現地商談会の開催 
・海外展示会への出展⽀援 
・海外への販路開拓等を⽀援する「KOBE海外Bizアシスタンス」の拡充 
・米国への販路開拓を目指す市内食品事業者への⽀援 

 

● （拡）東南アジアにおけるビジネス交流の推進 
《37,982千円（うち７年度２月補正 1,682千円）》 

・シンガポールオフィスを拠点としたビジネスマッチング等の推進 
・国際開発⾦融機関（アジア開発銀行）への職員派遣 

 

● 企業誘致の推進《262,519千円》 
・オフィス賃料等補助制度の実施 
・企業拠点移転補助制度の実施 
・固定資産税軽減等の⽀援措置の実施 
・AIの活⽤など新たな手法を取り入れた企業誘致の実施 

 

● （新）⽇本⻘年会議所全国⼤会を活用した市内産業の魅力発信 
《20,000千円（うち７年度２月補正 20,000千円）》 

・本市で開催される全国大会にあわせた記念事業の実施 
 

● （拡）中小事業者の経営基盤強化支援（再掲） 
《977,942千円（うち７年度２月補正 713,250千円）》 

・省エネ設備更新⽀援 
・中小企業DXお助け隊事業の実施 
・「省力化を促進する製品の研究・開発・実証補助⾦」の拡充 

補助上限額：2,000万円→5,000万円 
・中小企業投資促進等助成制度等の実施 
・中小企業融資制度（市独自資⾦）の融資限度額の引上げ（⻑期資⾦：400万円→500万円） 

  



 

● （拡）市内商業者等への支援《121,198千円》 
・地域商業活性化⽀援事業 
・商店街・小売市場新規出店チャレンジ応援事業の拡充 
・移動販売車の出店⽀援事業 
・食のチャレンジ⽀援事業 
・灘の酒、スイーツ、真珠、ケミカルシューズ等の振興 

 

● 神⼾⾼専地域共創テクノセンターの整備 
《77,000千円（うち７年度２月補正 65,000千円）》 

・産学連携拠点となる地域共創テクノセンターの整備（R8年度⼯事、R9年度供⽤開始） 
・産学連携コーディネーターによる地元企業等との連携 
・TECH共創会（テクノセンターを応援する企業協力会）設立準備会への参画促進 

 

● 神⼾の⾷の魅力をPRするイベントの開催（再掲）《29,000千円》 
・神⼾の「食」をテーマにしたPRイベントの実施 

 

● 東京事務所による戦略的活動の推進《23,931千円》 
・イベント出展等による首都圏企業等とのネットワーク拡大 
・神⼾出⾝者や神⼾に関心がある人を対象とした首都圏からの人流創出 
・市内企業の成⻑促進に向けた首都圏企業との協業⽀援 

 

● 新たな産業用地の供給《8,084,000千円》 
・環境に配慮したスマート産業団地の整備 
 

  



３．グローバル社会に羽ばたくまちづくり （３）圏域経済を牽引する大都市 

 
３ 就業人口の拡⼤  

4億2,800万円（うち７年度２月補正 7,000万円）  

 

● （拡）市内企業住宅手当等支援補助金（再掲）《130,000千円》 

・市内企業住宅手当等⽀援補助⾦の対象者の拡充（30歳未満→40歳未満） 
高齢化率の高い地域の在住者：企業の住宅手当の2/3、上限1.4万円/月 
上記以外の在住者：企業の住宅手当の1/2、上限１万円/月 

 

● （拡）⾼齢者等就労支援（再掲） 
《56,000千円（うち７年度２月補正 56,000千円）》 

・シニアキャリア相談・就労⽀援事業の対象拡充 
（概ね55歳以上→概ね40歳以上の就職氷河期・シニア世代） 

・シニア合同就職面接会・出張就職相談会 
 

● 外国人材の採用・定着支援（一部再掲）《59,940千円》 
・留学生向け合同企業説明会 
・大学、社会福祉法人等と連携した外国人高度専門人材育成 

 

● （拡）次世代産業創造人材の育成（再掲）《70,000千円》 
・学生と先端科学技術を有する企業等による共同研究・開発プログラム 
・最先端科学技術集積地への学生向け派遣プログラム 
・高度なデジタル人材育成教育を展開する事業者に対する⽀援 
・教育課程から起業まで一気通貫で成⻑を⽀援するプログラム 

 

● （拡）求職者・学生と市内企業の合同企業説明会（再掲） 

《13,500千円（うち７年度２月補正 13,500千円）》 

・大学生や専修学校生・求職者への合同企業説明会の実施（年２回程度） 
 

  



 

 
●  産官学連携による市内企業の人材確保《80,997千円》 

・産官学連携交流拠点（KOBE Co CREATIONCENTER）を活⽤した学生と地元企業の交流促進 
・大学と地元企業の連携によるインターンシップ等の実施 

 

●  女性のキャリア支援（再掲） 《17,000千円》 
・デジタルスキル習得と就労⽀援を組み合わせたプログラム等の実施 
・市内企業等で働く女性のキャリアアップ・交流⽀援 

  



３．グローバル社会に羽ばたくまちづくり （３）圏域経済を牽引する大都市 

 
３ 神⼾医療産業都市の推進  

1億9,400万円 

 

● 進出企業等の国際展開支援《42,000千円》 
・北米や東南アジア等の現地バイオコミュニティ等と連携した販路開拓、資⾦調達等の⽀援 

 

● 多様な人材の集積・育成の取組み強化《24,500千円》 
・首都圏や関⻄のバイオコミュニティ、アカデミア等との連携による人材の集積・育成の推進 
・若年世代を対象としたライフサイエンス分野の研究・開発現場を体験できる校外学習や連携授業

等の学習機会の充実 
 

● 世界最⾼水準の計算科学研究拠点形成の促進《101,585千円》 
・「富岳」や量子コンピュータの活⽤による地域に貢献する研究開発や人材育成事業の推進 

 

● 介護テクノロジー導入促進技術・サービス開発支援《25,000千円》 
・介護現場の負担軽減等を図る介護ロボットやICT機器・先進的な福祉⽤具等の導入促進 
・介護事業者の業務改善・生産性向上に資する技術・サービス開発に取り組む事業者への⽀援 

  



３．グローバル社会に羽ばたくまちづくり （３）圏域経済を牽引する大都市 

 

３ 水素スマートシティ神⼾構想の推進  
1億1,600万円  

 

● 液化水素基地を活用した水素実証事業の推進《61,200千円》 
・神⼾空港島の液化⽔素基地「Hy touch神⼾」を活⽤した⽔素実証事業の推進 

 

● 神⼾港におけるカーボンニュートラルポートの実現 
・⽔素燃料電池を搭載したハイブリッド型の環境対応港務艇の運⽤開始 

 
● 水素を燃料とする商用車の導入補助（再掲）《24,300千円》 

・燃料電池（FC）や⽔素エンジンを搭載した商⽤車（トラック、バス）を導入する事業者への 
補助 

 

● 水素関連製品の研究・開発・実証補助《30,500千円》 
・⽔素関連製品の実⽤化に向けた研究・開発・実証の取組みに対する補助 
  補助率：1/2〜2/3、補助上限：150万円〜1,500万円

 



４．海と山を感じる美しいまちづくり （１）豊かなライフスタイルの実現 

 
４ 住宅の供給・流通促進 

4億100万円（うち７年度２月補正 1億1,800万円）  

 

● （拡）多様なライフスタイルを実現する住宅供給 
《138,450千円（うち７年度２月補正 44,600千円）》 

・2030年までに計5,000⼾以上の住宅供給 
・低未利用市有地の活用に向けた土地の公募 
・公共施設跡地等の住宅用地転用の検討・公募 
・⺠間事業者の遊休不動産活用⽀援 
・供給土地での暮らしの魅力等の発信 

 

● （拡）マンション管理適正化・再生への支援《68,338千円》 
・分譲マンションの管理状況等の届出義務化（R8.7.1〜） 
・分譲マンションの管理組合に対する⽀援の拡充 

（届出出張サポートや訪問⽀援の実施、⻑期修繕計画作成費補助の対象拡充等） 
 

● 市営住宅の有効活用《2,000千円》 
・市営住宅の空き住⼾を活用した若年ファミリー世帯向け⺠間賃貸住宅の整備及び 

シェアモビリティポートの設置 
・市営住宅の空き附帯施設（店舗等）の活用 

 

● （拡）出掛けたくなる仕掛けづくり（再掲） 
《191,720千円（うち７年度２月補正 72,500千円）》 

・「KOBEまちなかパフォーマンス」の推進 
・地下鉄海岸線全駅における若手アーティストの作品展示 
・大規模アリーナ・スタジアム、まちなか等を活用したスポーツイベントの実施 
・新たな休憩スポットの設置・滞留空間等への日陰の創出 

  



４．海と山を感じる美しいまちづくり （１）豊かなライフスタイルの実現 

 
４ 自転車利用環境の整備 

23億5,900万円（うち７年度２月補正 4億700万円）  

 

● （新）自転車走行空間の整備促進 
《85,000千円（うち７年度２月補正 85,000千円）》 

・交通量調査等による自転車施策の検討・計画作成 
・国道28号（大開通）・灘浜脇浜線の自転車道整備に向けた調査 
・都⼼エリア（三宮駅・神⼾駅）等の⽣活道路内に自転車⾛⾏ルートを明示する⽮⽻根を表示 

 

● （拡）駐輪場の整備・美装化 
《2,241,798千円（うち７年度２月補正 290,000千円）》 

・市営駐輪場全箇所のリニューアル（案内サインのデザイン統一・照明の改良等） 
・神⼾駅への地下タワー式駐輪場５基、地下平⾯式駐輪場の整備 

（R8.6.1〜兵庫駅側地下タワー式駐輪場３基先⾏オープン、R9年度完成予定） 
・電磁ロック式自転車ラックの整備（花隈駅・⻄元町駅駐輪場） 
・次世代型自転車ラック（油圧式２段ラック等）の試験導入 
・地下鉄⻑⽥駅駐輪場の再整備（R8年度完了） 
・神鉄沿線駅前駐輪場のリニューアル 
・需要が超過する駐輪場の整備に向けた調査・設計 
・新バスターミナル（Ⅰ期）ビル地下駐輪場整備（R9年度完成予定） 

 

● （新）「自転車で楽しむまち神⼾」に向けた取組み（一部再掲） 
《31,850千円（うち７年度２月補正 31,850千円）》 

・サイクル＆バスライドやシェアサイクル拡大に向けた調査 
・神⼾を自転車で散歩するポタリングルートの検討 
・つくはらサイクリングターミナルの改修 
・森林植物園・鉢巻展望台への休憩スポット・サイクルラック等の整備 
・自転車で楽しめるルートやエリアの魅力発信・利用促進 

 

  



４．海と山を感じる美しいまちづくり （１）豊かなライフスタイルの実現 

 
４ まちの緑化 

14億2,300万円（うち７年度２月補正 5億2,300万円）  

 

● （拡）こうべ木陰プロジェクト（再掲） 
《82,500千円（うち７年度２月補正 22,500千円）》 

・樹木の移植等による都⼼部等の緑陰形成 
・新たな休憩スポットの設置 

 

● （拡）緑あふれる空間の形成（再掲） 
《701,000千円（うち７年度２月補正 61,000千円）》 

・公共空間における植栽の充実による緑陰形成（税関線、きらら広場等） 
・駅前広場等の緑化推進（神⼾駅、⻄神中央駅、名⾕駅、⻄鈴蘭台駅等） 
 

● （拡）公園樹木・街路樹の有効活用《10,000千円》 
・公園樹木、街路樹の伐採木の循環利用に向けた試⾏実施 

 

● （拡）公園樹林環境の改善 
《112,000千円（うち７年度２月補正 112,000千円）》 

・安全で、明るく見通しの良い空間を作るための都市公園や緑地内の樹林間伐 
 

● 国際園芸博覧会への出展《110,000千円（うち７年度２月補正 110,000千円）》 
・R9年に横浜市で開催される「2027年国際園芸博覧会」の出展準備 

（R8年度⼯事、R9.3〜9⽉開催） 
 

● 公園整備・再整備促進《343,700千円（うち７年度２月補正 217,000千円）》 
・拠点公園の整備（妙法寺川公園・妙法寺川左岸公園・下中島公園） 
・新たな都市公園としての整備の検討（旧玉津健康福祉ゾーン） 
・⻄神中央公園の利活用検討 
・⻄代蓮池公園内の蓮池の⽔位改善に向けた調査検討 

  



 

 

● カーボンクレジット創出検討《33,000千円》 
・市有林整備、LED化等により低減した炭素排出量をクレジット化するための調査検討 

 

● 市⺠・企業による公園管理への新たな関わり促進《30,500千円》 
・公園への新たな利用の創出（こうべ菜園プロジェクト・オープンレンタルスペース等） 
・公園に誰でも気軽に関われる取組み（神⼾緑縁衆）



４．海と山を感じる美しいまちづくり （２）既成市街地・ニュータウンの再生 

 
４ 駅周辺のリノベーション 

285億7,800万円（うち７年度２月補正 7億9,200万円）  

 

●  

 

● （拡）⻄神中央駅（一部再掲） 
《132,000千円（うち７年度２月補正 40,000千円）》 

・駅東側広場・⻄側広場の緑化推進 
・近隣センター（かりばプラザ）のリニューアル 
・⻄神車庫跡地の活用検討 

 

● 名谷駅（一部再掲）《72,200千円（うち７年度２月補正 62,000千円）》 
・バス停上屋改修（R6〜10年度⼯事） 
・駅前広場等のプランターによる緑化推進 
・落合中央公園の整備（広場整備・樹林環境の改善・歩⾏者空間のライトアップ等） 

 

● 垂水駅《81,222千円》 
・⺠間市街地再開発事業への⽀援（R8年度供用開始予定） 
・垂⽔駅前東広場の再整備（R8年度⼯事・供用開始予定） 
・垂⽔図書館跡地を活用した区役所機能の充実（R8年度供用開始予定） 

 

● 鈴蘭台駅（一部再掲）《3,027,220千円》 
・旧北区役所跡地における、新北区文化センター・新北図書館・新すずらんだい児童館・ 

新ユースステーション北の整備 
（R6〜9年度⼯事、R9.9〜10⽉頃供用開始予定） 

・鈴蘭台駅北地区土地区画整理事業の実施（R11年度完成予定） 
 

● 岡場駅《38,000千円（うち７年度２月補正 38,000千円）》 
・岡場駅前空間の再整備（R8年度設計） 
 

定住人口の増加をめざす 



 
 

●  

 

● （拡）都心・三宮の再整備（再掲） 
《23,212,861千円（うち７年度２月補正 399,368千円）》 

・新たなバスターミナルの整備 
・新・神⼾文化ホールの整備、新三宮図書館の整備 
・JR三ノ宮新駅ビル南側広場空間等の整備 
・三宮デッキの整備 
・都⼼・三宮の賑わい創出 
・三宮駅周辺の再整備検討 
・本庁舎２号館の再整備 
・都⼼〜ウォーターフロントの回遊性向上等 

 

● 新神⼾駅《8,000千円（うち７年度２月補正 2,000千円）》 
・JR⻄日本との駅舎と駅前広場を一体的に捉えた駅前空間のあり⽅検討の深度化 
・北野エリアの回遊性向上 

 

● （拡）神⼾駅（一部再掲）《1,634,577千円（うち７年度２月補正 185,000千円）》 
・地下タワー式駐輪場５基、地下平⾯式駐輪場の整備 

（R8.6.1〜兵庫駅側地下タワー式駐輪場３基先⾏オープン、R9年度整備完了予定） 
・駅前広場（南側）の緑化推進 
・駅前広場の再整備（R8年度設計） 
・ハーバーランド地区内交差点の渋滞対策（R8年度⼯事） 

 

● （拡）元町駅（再掲）《43,000千円（うち７年度２月補正 38,000千円）》 
・元町駅周辺のリニューアルプラン策定に向けた検討 
・観光バス路上駐車解消に向けた乗降場整備（R8年度⼯事）  

交流人口の増加をめざす 



 
 

●  

 

● （拡）新⻑⽥駅（一部再掲）《180,000千円》 
・駅周辺の拠点性向上や賑わい創出を目指した駅前広場再整備 
・新⻑⽥南エリアの活性化に資する起業家⽀援（シタマチスタートアップ）と空き家活用⽀援 

 

● 地下鉄⻑⽥駅（一部再掲） 
・駅前空間の整備（R8年度設計・⼯事） 
・駐輪場の再整備（R8年度完了） 

 

● （拡）神鉄沿線（一部再掲）《52,700千円（うち７年度２月補正 15,000千円）》 
・唐櫃台駅の駅舎再整備⽀援（R8年度設計、R9年度⼯事） 
・有馬口駅の駅施設改修⽀援（R8年度⼯事） 
・山の街まちづくり構想の実現に向けた検討 
・⻄鈴蘭台駅前広場の緑化推進 
・鈴蘭台⻄口駅の美装化補助（R8年度⼯事） 
・遊休資産の活用による賑わい形成の実証事業 

 

● 六甲道駅《10,000千円（うち７年度２月補正 5,000千円）》 
・駅前広場の活用に向けたワークショップ等の実施 
・駅前広場へのプランターやベンチ等の設置 

 

● 兵庫駅《10,000千円（うち７年度２月補正 5,000千円）》 
・周辺道路・駐輪場の整備に向けた調査・設計 
・駅前広場へのプランターやベンチ等の設置 

 

● （拡）地下鉄海岸線沿線の活性化（一部再掲） 

《76,200千円（うち７年度２月補正 2,000千円）》 
・地下鉄海岸線全駅における若手アーティストの作品展示 

・近隣商業施設と連携した兵庫運河の空間活用

地域の特性を活かす 



４．海と山を感じる美しいまちづくり （２）既成市街地・ニュータウンの再生 

 
４ スポンジ化・オールドタウン対策 

4億1,200万円（うち７年度２月補正 1,300万円） 

 

● （新）スポンジ化が進行する住宅地の再生 
・スポンジ化対策の基本的な考え⽅を示す要綱の策定 

 

● （新）丸山プロジェクト《14,900千円（うち７年度２月補正 13,000千円）》 
・河川親⽔空間の整備や地下⽔の活用検討等による地域の魅力向上 

 

● （拡）職住近接のまちづくり（再掲）《208,961千円》 
・子連れで利用できるコワーキングスペースを北神地区に新設 
 （既設：あすてっぷコワーキングこうべ・学園都市・六甲アイランド） 

 

● 住宅地における店舗等立地支援《30,500千円》 
・ニュータウンの住宅地における店舗・店舗兼用住宅等の立地⽀援 

（補助率1/2、上限100万円） 
 

● UR都市機構との連携によるまちづくり《19,000千円》 
・モデル団地（君影地区）における君影台公園とUR敷地の相乗的な活用に向けた検討 
・ALTの参画によるイベントの実施（花山地区） 

 

● （拡）こうべぐらしの推進《137,903千円》 
・こうべぐらし応援補助金「住みかえーる」の補助対象拡充 

（団地ぐらし：４階建て以上のエレベーターのない賃貸住宅→購入の場合も対象に） 



４．海と山を感じる美しいまちづくり （２）既成市街地・ニュータウンの再生 

 
４ 空き家空き地対策の推進 

8億3,300万円  

 

● （拡）老朽空家等解体補助制度の拡充《477,368千円》 
・補助対象の拡充（建築時期：S56.5⽉以前→S61年以前） 

 

● （拡）空き家の所有者に対する指導強化と支援拡充《51,770千円》 
・管理不全・特定空家等の所有者に対する指導強化と⽀援拡充による自主改善の促進 

 

● 特命チームによる空き家対策《100,000千円》 
・弁護士を含む特命チームが「財産管理制度」を積極的に活用し、所有者不明空き家の早期  

改善を促進 
 

● マンション空き家を活用した流通促進事業「ミセリノベ」（再掲） 
《10,000千円》 

・断熱リノベーションのプロセスを公開する取組みへの⽀援を通じ、断熱性能の高いマンショ 
ンの市場流通を促進するマンション空き家流通促進事業「ミセリノべ」の実施 

 
● 空き家おこし協力隊《8,000千円》 

・空き家・空き地所有者の課題解決を⽀援する専門家の派遣 
 

● 空き家活用応援制度・空き地活用応援制度《153,495千円》 
・建築家の改修設計による空き家活用への補助・活用事例の広報 
・空き家・空き地活用の整備、隣地統合等への補助 

 
● （新）流通困難宅地沿道のコーディネート支援《12,000千円》 

・密集市街地の建替困難な宅地所有者への意向調査及び⺠間事業者との連携検討 

 

● （新）若手アーティストの制作・発表拠点の整備（再掲）《20,000千円》 
・地域の空き家等をアトリエやギャラリー利用できる仕様に整備 

 
  



４．海と山を感じる美しいまちづくり （２）既成市街地・ニュータウンの再生 

 
４ 地域公共交通の維持確保 

12億5,100万円（うち７年度２月補正 7,300万円）  

 

● 地域交通維持の取組み《639,224千円》 
・⻄北神地域のバス路線の維持・確保 
・将来的な地域公共交通の維持確保につながる自動運転実証実験（灘の酒蔵） 
・神⼾電鉄及び市の連携による新たな沿線活性化の推進 

 

● （拡）地域コミュニティ交通の充実（一部再掲） 
《185,902千円（うち７年度２月補正 60,000千円）》 

・地域コミュニティ交通の導入促進・運⾏⽀援 
・持続可能な運営体制の構築 
・AIオンデマンド機能を活用した地域コミュニティ交通導入検討 
・地域コミュニティ交通のICTによる利便性向上（キャッシュレス化、バス位置情報・車内人数 

情報システムの導入） 
 

● バス停留所の上屋・ベンチ整備（再掲）《63,500千円》 
・⺠間路線バス停留所における上屋・ベンチの整備を⽀援 
・市バス停留所の上屋整備 

 

● 新たな公共交通システムの導入（再掲） 
《16,000千円（うち７年度２月補正 13,000千円）》 

・ポートループの増備による利便性向上（車両の導入⽀援） 
・BRT・LRT等の導入検討 

 

● 神鉄シーパスワンの販売促進（再掲）《204,454千円》 
・神⼾電鉄等で使えるシニア向け乗車券「神鉄シーパスワン」の販売促進 

 

● 鉄道施設の安全対策《141,832千円》 
・鉄道事業者が実施する防災・減災対策⼯事や老朽化施設・安全設備の更新等に対する⽀援 

 

● 新たなロープウェーの検討（再掲） 
・新たなロープウェー構想（布引ハーブ園山頂駅〜掬星台）の導入検討 



４．海と山を感じる美しいまちづくり （３）森林・⾥山の再生「森の未来都市 神⼾」 

 
４ 森林・里山の再生 

4億7,900万円（うち７年度２月補正 7,000万円）  

 

● （拡）広葉樹林の資源循環事業 
《125,000千円（うち７年度２月補正 70,000千円）》 

・里山広葉樹活用のための伐採・搬出 
・伐採後の里山広葉樹林の再⽣手法確立に向けた調査検討 
・保管拠点である木材ストックヤードの拡充（しあわせの村） 
・市産材（KOBE WOOD）の普及促進補助制度の創設 

 

● （拡）こうべ森と木のプラットフォーム《26,000千円》 
・森林所有者や⾏政、大学機関など、森林整備・木材活用に関わる多様な主体の連携 
・市産材（KOBE WOOD）の有効活用に向けた⺠間企業との連携促進及び広報 
・市産材（KOBE WOOD）を活用した製品に触れてもらうための展示会の開催 

 

● 森林整備活動への支援《5,000千円》 
・森林整備を目的とした地域団体等への活動経費⽀援 

 

● 竹林対策、活用推進《24,000千円》 
・竹林の伐採・加⼯・販売までの竹材活用のモデル構築 
・先進地区でのフォーラム開催 

 

● （新）KOBE備⻑炭実証事業《138,560千円》 
・神⼾産カシ類を活用した備⻑炭製造の事業化に向けた炭窯の建設及び製炭・流通 

 

● 古材活用プロジェクト《6,000千円》 
・解体建物から古材等を引き取り、他の建物改修に利活用する仕組みづくりを⽀援 

 

● 30by30推進のための環境整備《32,500千円》 
・自然共⽣サイトの森林・林道等の整備やKOBE里山自然共⽣センターにおけるイベント開催 

など、里地里山の⽣物多様性を守り育てる取組みの推進 
※30by30 

⽣物多様性のため2030年までに各国の陸と海の各々30%以上の⾯積を保全する国際目標 



 
 

● （拡）持続可能な里山再生事業《80,000千円》 
・五社駅前に里山に親しむ人材育成拠点を整備 

（R8年度秋プレオープン、R9年度秋フルオープン） 
・最新の栽培技術を取り入れた米作りによる持続可能な農業モデルの実証 
・古代⼩⻨の栽培を通じた耕作放棄地の再⽣や地産地消モデルの構築 
・多井畑⻄地区の里地里山の再⽣ 

 

● （新）こうべため池再生プロジェクト《4,400千円》 
・農業用ため池の新たな魅力や付加価値を創造するための調査検討 

 

● （新）ため池における生物多様性保全《11,400千円》 
・ため池の⽣態系に影響を与える外来種駆除手法の検証 
・自然共⽣サイトにおける⽣物多様性が豊かなため池の管理 

 

● （新）神⼾版河川水辺の国勢調査《15,000千円》 
・市内全域における環境DNA分析等を活用した河川⽔辺の⽣物調査 

 

● （新）COP17への学生使節団の派遣《10,300千円》 
・アルメニア共和国で開催されるCOP17（国連⽣物多様性条約第17回締約国会議）への 

市内大学⽣等の派遣 
 

 

 



４．海と山を感じる美しいまちづくり （３）森林・⾥山の再生「森の未来都市 神⼾」 

 
４ 農水産業の活性化 

85億4,700万円（うち７年度２月補正 2億1,000万円）  

 

● （拡）多様な担い手就農支援《59,400千円》 
・「神⼾ネクストファーマー」の推進 
・果樹分野の担い手育成の推進 
・だれでも農園事業の推進 
・親元就農を含む新規就農者の経営継承にかかる費用補助（補助率2/3等） 
・集落営農組織に対する規模拡大、法人化、広域化等に必要な農業機械等の導入補助（補助 

率1/2） 

 

● （拡）生産・流通基盤の向上 
《7,441,298千円（うち７年度２月補正 209,574千円）》 

・地域の中核となる担い手に対し、必要な農業機械・施設等の導入⽀援 
（補助率1/2、補助上限3,000万円など） 

・井吹南ほ場整備の推進（R6〜11年度整備予定） 
・神⼾北カントリーエレベーター（大型米貯蔵・出荷調整施設）の改修 
・中央卸売市場本場の再整備 
・近年の物流事情に合わせた東部市場の将来像検討 
・市内及び近隣産地で⽣産された⻘果物の集荷促進 

 

● 農地管理の省力化の推進（再掲）《20,000千円》 
・スマート農機の購入補助（補助率1/2、補助上限200万円） 
・ラジコン草刈機レンタル事業の実施 

 

● 地域資源循環型農業の推進（一部再掲）《800,171千円》 
・「こうべハーベスト」、市内産堆肥の利用促進 
・環境に配慮した⽣産や、学校給食における地産地消の推進 
・「こうべ再⽣リン」の市内外への供給拡大 

  



 
 

● （拡）有害鳥獣・外来生物対策（一部再掲）《202,608千円》 
・有害鳥獣・特定外来⽣物の捕獲の推進 
・有害鳥獣捕獲従事者の育成・確保 
・捕獲スキームの効率化検討 
・アライグマ被害防止対策の強化 
・歴史ある建築物におけるアライグマ対策強化 
・有害鳥獣処理拠点施設（ジビエ処理等）の整備 
・ニホンジカ・ツキノワグマの侵入・定着防止のための調査・監視 
・特定外来⽣物の防除 

（クビアカツヤカミキリ、ツヤハダゴマダラカミキリ、ナガエツルノゲイトウ等） 
・外来⽣物展示センターにおける普及啓発の推進 
・ため池の⽣態系に影響を与える外来種駆除手法の検証 

 

● 豊かで美しい海づくりへの支援《23,301千円》 
・漁業者による環境・⽣態系保全に資する活動の推進 
・須磨海づり公園における藻場形成 
・産官学連携による海の課題解決に資する革新的な技術の実践及び教育プログラムの展開 
・効果的な藻場調査手法の検証 
  



４．海と山を感じる美しいまちづくり （３）森林・⾥山の再生「森の未来都市 神⼾」 

 
４ 農村地域等の賑わい創出 

3億1,400万円（うち７年度２月補正 900万円）  

 

● （新）里山住宅の供給検討（再掲） 
《9,000千円（うち７年度２月補正 9,000千円）》 

・農村集落の新たな担い手確保を目的として、市有遊休地を活用した新築⼾建て住宅を供給 
 

● （拡）淡河町の親水空間整備、道の駅淡河の駐車場拡張《92,000千円》 
・農村里山の豊かな自然を楽しむことができる親⽔空間整備（浦川） 
・周辺の地域観光資源と連携を見据えた、道の駅淡河の駐車場拡張 

 

● （拡）農村景観を形成するため池や水路・農道の維持《106,416千円》 
・農業用⽔利施設の改修等に対する補助 
・農道移管の促進 

 

● （拡）農村定住環境の整備《105,842千円》 
・農村定住促進コーディネーター、里山・農村版「空き家おこし協力隊」、神⼾地域おこし隊

の配置 
・移住・起業ワンストップ相談窓口の運営 
・農村地域における空き家の改修等⽀援 
・農村地域での暮らしを体験できる「移住体験施設」の運営 
・神⼾里山暮らし空き家バンクの登録促進  



４．海と山を感じる美しいまちづくり （４）既存資源を活かした新たな価値創出と循環型社会への貢献 

 
４ 既存ストックの有効活用 

51億4,400万円（うち７年度２月補正 4億3,100万円）  

 

● （拡）王子公園の再整備（一部再掲） 
《4,586,000千円（うち７年度２月補正 173,140千円）》 

・王子公園再整備事業（設計・施⼯一括発注⽅式） 
・阪急王子公園駅前の再整備事業（駅前デッキ等の設計） 
・動物園のリニューアル（サバンナゾーン⼯事、動物病院等の設計） 
・王子弓道場の再整備 

 

● （拡）坂のまち神⼾プロジェクト 
《101,600千円（うち７年度２月補正 45,000千円）》 

・坂道における手すり・ベンチ設置等による環境改善の推進 
・地域資源を活かした「坂のまち」エリアリノベーション 

（専門家派遣や既存補助制度の一部要件緩和による「坂のまち」エリアの活性化） 
・産官学連携による空き家などの地域課題を題材とした実践型教育プログラムの開発 
・愛称を記した道標設置等による魅力向上・発信 

 

● KOBE公園プロジェクト（再掲） 
《162,200千円（うち７年度２月補正 5,000千円）》 

・拠点公園の整備（妙法寺川公園・妙法寺川左岸公園・下中島公園） 
・⻄神中央公園の利活用検討 
・⻄代蓮池公園内の蓮池の⽔位改善に向けた調査検討 
・公園への新たな利用の創出（こうべ菜園プロジェクト・オープンレンタルスペース等） 
・公園に誰でも気軽に関われる取組み（神⼾緑縁衆） 

 

● （新）公共空間の利活用検討《3,000千円》 
・市内の公共的なストック資源（鉄道や道路の高架下など）を地域利用につなげる 

仕組みの検討 
  



 
 

● （新）流通困難宅地沿道のコーディネート支援（再掲）《12,000千円》 
・密集市街地の建替困難な宅地所有者への意向調査及び⺠間事業者との連携検討 

 

● （拡）二宮・新開地の地域ブランド力向上に向けた既存ストック活用促進 
《5,000千円》 

・地域団体や事業者などと連携した既存ストック活用を促す仕組みづくり 
 

● 遊休地の有効活用（再掲）《207,000千円（うち７年度２月補正 207,000千円）》 
・新たな都市公園としての整備の検討（旧玉津健康福祉ゾーン） 

 

● （新）コミスタこうべ改修《67,000千円》 
・交流スペースを拡充するなど、多世代の⽅が集い賑わう施設へ改修 

  



４．海と山を感じる美しいまちづくり （４）既存資源を活かした新たな価値創出と循環型社会への貢献 

 
４ 雑草・街路樹管理対策の徹底 

6億4,400万円（うち７年度２月補正 4億3,200万円）  

 

● （拡）雑草対策の推進《257,000千円（うち７年度２月補正 257,000千円）》 
・主要幹線道路35路線における効果的な雑草対策の本格実施 
・管理地が隣接する事業者と連携した雑草対策 
・まちの景観阻害をもたらす雑草「クズ」対策に向けた検討 

 

● （拡）街路樹の再整備《175,000千円（うち７年度２月補正 175,000千円）》 
・街路樹再整備⽅針（改定版）に基づく街路樹の適正化や高質化、安全対策等の実施 

 

● （新）河川の流水を阻害する樹木等の撤去《212,000千円》 
・市内管理河川内の樹木撤去、浚渫による治⽔安全度向上の取組み 

 

  



４．海と山を感じる美しいまちづくり （４）既存資源を活かした新たな価値創出と循環型社会への貢献 

 
４ 再生可能エネルギーの拡大・資源循環の推進 

24億5,500万円  

 

● 脱炭素先行地域の取組み《1,020,500千円》 
・脱炭素先⾏地域エリア（ポートアイランド第Ⅱ期の一部）における再エネ・省エネ設備投資

に対する補助 
 

● （新）公共施設への太陽光発電設備設置《124,900千円》 
・市有施設への太陽光発電設備の設置（こべっこランド、消防局出張所等） 

 

● （新）次世代太陽電池の導入《133,500千円》 
・フィルム型ペロブスカイト太陽電池の社会実装 
・ガラス型ペロブスカイト太陽電池の実証実験 
・カルコパイライト太陽電池の実証実験 

 

● 「こうべ再生リン」の市内外への供給拡大（再掲）《714,778千円》 
・市内３基目となるリン回収設備の増設 

 

● エコノバ（資源回収ステーション）の拡充《78,510千円》 
・プラスチックを中⼼とした資源の回収拠点であるエコノバ（資源回収ステーション）の新規 
 開設、活性化（80か所→120か所） 

 

● （新）コンポストの普及促進《49,750千円》 
・コンポストの普及促進のための市⺠講師の養成・講習会の開催 
・コンポストを活用した⼩学校での食の循環教育 

 

● （新）フードシェアリングサービスの利用促進（再掲）《281,900千円》 
・フードロス削減を目的とした市内の主要駅等におけるフードロスロッカーの設置補助 
・飲食店等へのフードシェアリングサービス導入の伴⾛⽀援 

 

● 小水力発電事業の検討《2,000千円》 
・市内河川における⼩⽔力発電事業の事業可能性検討  



 
 

● KOBEゼロカーボン支援補助金制度《35,050千円》 
・市⺠一人ひとりの意識醸成や⾏動変容につながる活動、先進的で創造性に富んだ脱炭素につ

ながる活動を⽀援 

 

● ブルーカーボンの推進（再掲）《14,000千円》 
・効果的な藻場調査手法の検証 

 



５．対話と参加が進むまちづくり （１）対話と協働が生まれるまち 

 

 

 
５ 市⺠⽣活・地域活動の⽀援  

8億4,100万円  

 

● （拡）地域交流センターの利活用促進《511,276千円》 
・R8年度からの新たな方針に基づく地域交流センターの管理運営と利活用促進  
・予約管理システム・電子錠等の導入支援 
・旧生田文化会館閉館（R8.3月）に伴い、山手地域交流センターを移転・新設 

（R8〜9年度設計、R9〜10年度⼯事、R11年度供用開始予定） 
 

● （拡）地域活動の活性化《113,212千円》 
・地域貢献活動に関する相談に対して、伴走型の支援を行う地域貢献相談窓口の運営 
・地域団体・NPO等とボランティアをつなぐマッチングシステム「ぼらくる」の運用 
・地域課題解決に向けた市職員のファシリテーション力向上 
・地域活動人材を新たに発掘するための伴走型支援 

 

● （新）コミスタこうべ改修（再掲）《67,000千円》 
・交流スペースを拡充するなど、多世代の方が集う明るい施設へ改修 

 

● （新）カラス対策ネットボックスの購入助成《36,000千円》 
・クリーンステーションのカラス被害対策となる折り畳み式ネットボックス等の購入費用助成 

 
● ⺠⽣委員・児童委員の負担軽減《113,515千円》 

・活動報告・高齢者見守り台帳等のデジタル化による業務効率化



５．対話と参加が進むまちづくり （１）対話と協働が生まれるまち 

 

 

 
５ 大学・企業等の共創によるまちづくり  

2億8,900万円（うち７年度２月補正 6,500万円）  

 

● 産官学連携による市内企業の人材確保（再掲）《130,997千円》 
・産官学連携交流拠点（KOBE Co CREATION CENTER）を活用した学生と地元企業の交流促進 
・大学と地元企業の連携によるインターンシップ等の実施 
・大学、社会福祉法人等と連携した外国人高度専門人材育成 

 

● アーバンイノベーション神⼾（大学研究型）《55,000千円》 
・市政課題解決に向け、大学との共創による調査・研究を実施 

 

● （拡）高専機能強化（一部再掲） 
《93,600千円（うち７年度２月補正 65,000千円）》 

・神⼾高専地域共創テクノセンターの整備（R8年度⼯事、R9年度供用開始） 
・スタートアップ人材の育成に向けたアントレプレナーシップ教育の推進 
・高専教員の研究力のさらなる向上に向けた支援 

 

● 神⼾市外国語大学の今後のあり⽅検討《9,116千円》 
・中央教育審議会の答申などを踏まえ、今後のあり方を審議するための附属機関を設置



５．対話と参加が進むまちづくり （２）市⺠サービスを⾼める⾏政機能の強化 

 

 

３ 

 
５ 市⺠サービスの向上  

30億7,400万円（うち７年度２月補正 1億600万円）  

 

● デジタル技術を活用した市⺠サービスの向上 
《474,469 千円（うち７年度２月補正 105,583 千円）》 

・お問い合わせセンターの運用 
・市⺠向けポータルサイト「スマートこうべ」の運用 
・学生による高齢者等へのスマホ相談窓口の拡充 

 

● （拡）通報受付コールセンターの拡充《11,379千円》 
・道路公園の破損等に関する「休日夜間緊急連絡センター」の集約による 

市⺠の問い合わせ窓口の⼀元化（R8年度構築、R9年度運用開始予定） 

 

● 行政手続きの最適化（フロントヤード・バックヤード改革） 
 《1,015,410千円》 

・e-KOBEの電子申請率向上に向けた取組み 
・定型的な行政手続きの行政事務センターへの集約化 
・行政手続きにおける申請時の市⺠負担軽減と職員の業務プロセスの効率化 

 

● （拡）スマート区役所の推進《307,078千円》 
・住⺠異動手続き等における市⺠負担軽減に向けた「書かない窓口」の導入（先行５区） 
・窓口発券機の機能標準化（来庁予約等） 

 

● 歴史公文書館の開館《48,453千円》 
・歴史的に重要な公文書等を収集・保存し、市⺠も利活用できる歴史公文書館を開館（R8.6月

供用開始） 
 

● 行政施設機能強化（再掲）《1,216,929千円》 
・垂水図書館跡地を活用した区役所機能の充実（R8年度供用開始予定） 
・北区における新たな建設事務所の整備（R7〜9年度⼯事、R9年度供用開始予定） 



５．対話と参加が進むまちづくり （２）市⺠サービスを⾼める⾏政機能の強化 

 

 

 
５ 働き⽅改革の推進  

57億1,900万円（うち７年度２月補正 4億2,500万円）  

 

● 基幹系業務システムの標準化等《4,069,731千円》 
・基幹系業務システム（国⺠健康保険等）の標準準拠システムへの移行に向けた改修等 
・ガバメントクラウドの活用 

 

● 税務業務のフロントヤード・バックヤード改革《461,428千円》 
・AI やRPA等の活用による利便性向上・業務効率化 

 

● （新）教職員の職場環境改善（再掲）《115,000千円》 
・プール清掃、油引き、エアコン清掃、カーテンクリーニングの外部発注 

 

● （拡）最新技術等を用いた道路・公園等の維持管理の効率化（一部再掲） 
《666,200千円（うち７年度２月補正 425,000千円）》 

・主要幹線道路35路線における効果的な雑草対策の本格実施 
・街路樹再整備方針に基づく街路樹の撤去・更新 
・市内管理河川内にある樹木撤去、浚渫による治水安全度向上の取組み 
・職員技術研修所における職員の技術力向上 

 

● （新）公共施設包括管理業務の導入《304,929千円》 
・保育所・児童館・地域交流センターにおける施設の法定点検・修繕業務等の⼀括委託 

 

● （拡）「神⼾市人材確保・育成計画」における人材確保の推進 
《41,312千円》 

・経験者採用強化に伴う、大都市圏を中心としたプロモーション活動の推進 
・技術系人材獲得に向けたインターンシッププログラム等の拡充や理系学生へのアプローチ強化 

  



 

 

 

 

● データを活用した人事行政の推進《44,748千円》 
・人事情報等の⼀元化・可視化によるデータを活用した人事行政の推進 

 

● 救急情報システムの整備（再掲）《15,120千円》 
・救急隊と病院間のスムーズな情報連携を実現するシステムの構築（R8年度運用開始） 

 
  



５．対話と参加が進むまちづくり （３）データ・デジタル先進都市の推進 

 

 

 
５ EBPM・AI活用の推進  

6,200万円  

 

● データ利活用の推進《15,000千円》 
・データ分析を行える人材育成の強化など全庁的なEBPMのさらなる推進 

 

● AI活用の推進《18,000千円》 
・庁内におけるAI活用のさらなる推進 

 

● （拡）スマートシティの推進《28,500千円》 
・スマートシティコンソーシアムにおける産官学連携プロジェクトの推進 
・都市OSを活用した共創活動の推進



５．対話と参加が進むまちづくり （４）国内外に貢献する持続可能な大都市 

 

 

 
５ 多様な大都市制度の実現・広域連携の推進  

22億2,900万円  

 

● 特別市の法制化の推進《3,000千円》 
・特別市の法制化に向けた機運醸成・情報発信（シンポジウムの開催等） 

 

● （拡）広域連携の取組み推進（一部再掲）《2,225,236千円》 
・関⻄広域連合における広域的な行政課題解決に向けた取組み 
・隣接都市と連携した主要幹線道路の整備（玉津大久保線） 
・三田市との消防指令事務の共同運用に向けたシステム構築 
・北神・三田地域の急性期医療の確保・充実（済生会兵庫県病院と三田市⺠病院の再編統合） 
・兵庫県と県内市町による救急安心センターひょうご（＃7119）の運営 
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